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   米　山　高　生

   白　藤　文　祐

   松　山　直　樹

   森　本　祐　司

   河　合　美　宏 ‥‥‥  3

■論　　文

　　　● 健康保険データに基づく糖尿病重症化の予測モデリング 松　崎　達　哉

 －新たな引受査定ルールの構築を目指して－ 小　暮　厚　之

   藤　澤　陽　介

   久　野　芳　之

   田　中　　　貴 ‥‥‥  41

■論文の募集について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 69

注　意

本会は、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容について責任を負いません。

また、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容については、本会・作成者が所属する

組織等の見解を表すものではありません。



目　　 次

■「リスクと保険」第 19 号の発行にあたって ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1

■特別寄稿

　　　● 生命保険システムのダイナミズム：生命保険 140 年の歴史からの教訓

   米　山　高　生 ‥‥‥  3

■講　　演

　　　● 行動経済学で考える保険：共同体メカニズムの観点を中心に 大　垣　昌　夫 ‥‥‥  17

■論　　文

　　　● 改良型 SVR 感度分析法による地域間死亡率格差の要因分析 田　中　草　平

   松　山　直　樹 ‥‥‥  39

■論文の募集について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 63

注　意

本会は、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容について責任を負いません。

また、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容については、本会・作成者が所属する

組織等の見解を表すものではありません。
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■「リスクと保険」第 20 号の発行にあたって ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1

■講　　演

　　　● 気候変動リスクへのアプローチ

　　　 　1. 特別講演 天　谷　知　子 ‥‥‥  3

　　　 　2. パネルディスカッション 天　谷　知　子

   西　原　亮　二

   野　村　俊　一

   酒　井　重　人 ‥‥‥  15

■論　　文

　　　● 交互作用効果の計量化および可視化に関する考察 岩　沢　宏　和

   大　塚　忠　義 ‥‥‥  35

　　　● 交通量変動を考慮した新型コロナウィルス感染症の流行期における

　　　 都道府県別自動車事故頻度の分析 谷　川　祥　太

   野　村　俊　一

   佐　野　誠一郎 ‥‥‥  57

■論文の募集について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 79

注　意

本会は、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容について責任を負いません。

また、本書に掲載した論説及び資料中の意見並びに内容については、本会・作成者が所属する

組織等の見解を表すものではありません。




